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「私は無事」を発信 災害用伝言ダイヤル171（忘れてイナイと覚えてください）
1 17

災害の「備え」チェックリスト
監修／内閣府制作統括官（防災担当）、内閣府男女共同参画局

共　通自助・共助・公助の連携
　災害による被害を最小限に抑えるためには、「自助・共助・公助」の三つが連携すること
が重要だと言われています。
　自分ひとりでは対応できない状況になったとき、頼れるのは共助です。そして、公助の手
が円滑に被災者のもとへ届けられるには共助との連携が欠かせません。こうした連携が被
害の拡大を防止し、一日も早い復旧・復興を実現するために必要となります。

自主防災組織（自主防災会）の役割
　自主防災組織は、大規模な災害が発生した場合、地
域住民が的確に行動し被害を最小限に抑えるために、
日頃から地域内の安全点検や住民への防災知識の普
及・啓発、防災訓練の実施など、災害に対する備えを行
います。
　また、実際に災害が発生した際には、初期消火活動、
被災者の救出・救助、情報の収集や避難所の運営といっ
た活動を行うなど、非常に重要な役割を担っています。

避難行動要支援者名簿登録制度
　久御山町では、災害時に１人では避難することが困難
な方を地域の方などと協力しあって避難していただくた
め、避難行動要支援者名簿を作成しています。
　避難時に不安だと思われる方は事前に登録をお願い
します。
※�登録できる方の要件があります。町ホームページや募
集パンフレット等でご確認ください。
https://www.town.kumiyama.lg.jp/

自助

「自分の命は自分で守る」これ
が、防災の基本です。自らの防
災意識の維持や向上、災害が
起きたときの通信手段や情報
収集手段の確保など、自分の
手で自分や家族・財産を守るた
めの備えと行動を自助と言い
ます。まず、みなさんが無事で
なければ「共助」も成り立ちま
せん。

共助

「災害が起きたとき、防災士や
隣近所の方たちと共に助け合
って地域の安全を守る」これ
が共助です。共助は地域での
普段からのコミュニケーション
によって大きな
力を発揮しま
す。自治会活動
などを通じて
交流を深める
ことは地域防
災力の向上に
つながります。

公助

国や京都府、町、消防、警察、自
衛隊などの行政機関、ライフラ
インなどを管理する公共機関
が実施する救助活動や支援活
動を公助と言います。公助が
被災者のもとに届くのには時

間がかかる場合
がありますので、
それまでの間、
自助や共助が
被害を軽減する
ために重要とな
ります。

連携・協働

共　通
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　災害用伝言ダイヤルは災害が発生して、被災地への通話がかかりにくい状態となったときに被災地内の方
への安否確認ができる情報伝達の手段として利用できる「声の伝言板」です。

被災地内の方も、被災地外の方も被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください。

2
（ ） ‐
×印には電話番号を市外局番からプッシュしてください。

ガイダンスが流れます

1
（ ） ‐
×印には電話番号を市外局番からプッシュしてください。

ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

録音の場合 再生の場合

ガイダンスが
流れます

ガイダンスが
流れます

伝言の録音・再生方法

にダイヤルする
1 17

携帯電話
からも利用
できます！
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